様式１３

	事業の目的・概要及びプラットフォーム構築の内容　【１ページ以内】
　事業の目的・概要について、以下の①～④を記入してください。

	①　事業の目的・概要等

	【事業の目的及び概要】
　



	②　事業の概念図　【１ページ以内】　

※国内複数大学等による申請の場合は、それぞれの大学等の連携内容や役割分担が分かる図を③に作成してください。

	　


	③　国内大学等の連携図　【１ページ以内】　
※国内の大学等が複数連携して実施する取組の場合は、それぞれの大学等の役割分担が分かる図を作成してください。連携しない場合（申請大学単独での取組の場合）は、単独で申請する理由について記入してください。


	　


	④　プラットフォーム構築プログラムの内容　【２ページ以内】

	○　プラットフォーム構築事務局として、必要な体制・環境が整備されているか。また、日露の大学間プラットフォーム構築に当たっては、平成２８年１２月に設置された「日露大学協会」の活動に積極的に寄与することも踏まえた体制･環境が整備されているか。

○　ホームページ等を活用しながら、戦略的な国内外への情報の発信を含めた、我が国の日露・日印の大学間交流の促進に資するための計画となっているか。

○　必要に応じて産業界とも連携しながら、日露・日印の経済連携強化に資するプラットフォームを構築する計画となっているか。

○　プラットフォーム構築の実現に当たって、ロシア又はインドの大学との大学間交流の十分な実績を有しており、事業計画の妥当性、実現性が高いものであるか。

	【実績・準備状況】

　

【計画内容】

　



	大学の世界展開に向けた取組の評価　【１事業ごとに１ページ以内】

	大学等名
	

	○　文部科学省の大学教育再生戦略推進費による経費支援を受けて実施し、終了した事業がある場合、事業目的が実現された旨の評価を得ているか。
※事後評価結果を貼付してください。

	　




	本事業の実施計画　【①は１ページ以内、②、③は合わせて２ページ以内】
事業全体の「①年度別実施計画」、「②補助期間終了後の事業展開」及び「③補助期間終了後の事業展開に向けた資金計画」について、具体的に分かりやすく記入してください。

	1 年度別実施計画

	【平成２９年度（申請時の準備状況も記載）】
　

	【平成３０年度】
　

	【平成３１年度】
　

	【平成３２年度】
　

	【平成３３年度】
　


	2 補助期間終了後の事業展開
○　補助期間終了後も継続的かつ発展的に事業が実施されるよう、将来を見据えた計画となっているか。

	　


	③ 補助期間終了後の事業展開に向けた資金計画


	　




（大学名：　　　　　　　　　　　）（タイプＢ 主たる交流先の相手国：　　）
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